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的とした．14  名の現役競技者 (女性 6 名，男性 8 
名，平均年齢=20.43±1.40 歳，平均競技歴=11.64±
4.62 年) に対して半構造化面接を行ない，面接調
















とを目的とした．18 名の現役競技者 (女性 7 名，
男性 11 名；平均年齢 21.00±5.79 歳；平均競技
歴 9.09±6.35 年) に対して半構造化面接を行ない，























名 (女性114 名，男性 229 名；平均年齢 19.94±1.24 

















験をもつ 282 名(女性 87 名，男性 195 名；平均年
齢 19.67±1.32 歳；平均競技歴 9.32±4.34 年)，なら
びに切れなかった経験をもつ 287 名 (女性 88 名，
男性 199 名；平均年齢 19.60±1.36歳；平均競技


































































る社会的促進(Strauss and MacMahon, 2014) や自己
の思考や感情を変えるセルフ・コントロール(e.g., 
Englert, 2017) によって集中力や勝利意欲・闘争心
の向上を促す，ネガティブ感情や勝利意欲・闘争
心の低下が続く場合には回避型コーピング (及川・
林，2010；森田，2008) として気楽さ・前向きさ
を示すことで気持ちが切れることを防止できると
いえる． なお，本研究では実際に両現象が起き
た場合に競技者の身体運動がどのように変化する
かは十分に評価されておらず，上記の防止要因に
よってどれほど改善されるか検討することは重要
である．したがって，競争状況において気持ちが
切れた／切れそうになった原因あるいは切れるこ
との防止要因が，競技者の心理状態，身体運動，
課題成績に及ぼす影響を検証する実験研究を行な
うことが今後の展望として挙げられる．
